
奈
良
・
法
隆
寺

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
六
月
ぞ

一
九
八
二
年

（昭
５７
ｒ
二
月

発
掘
機
関
　
　
法
隆
寺
防
災
委
員
会

調
査
担
当
者
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

。
橿
原
考
古
学
研
究
所

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
代
ぞ
近
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

法
隆
寺
で
は
一
九
七
八
年
か
ら
防
災
工
事
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
調
査
は
導
水
管
敷
設
位
置
等
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
に
か

な
り
の
成
果
が
上

っ
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、

江
戸
初
期
か
ら
明
治
三
年
ま

で
続
い
た
子
院
正
覚
寺
跡
の

池
か
ら
で
、
位
置
は
西
院
と

紛
　
東
院
を
つ
な
ぐ
参
道
の
南
側

姉
　
にあ
る
聖
徳
会
館
の東
口
で、

販
　
善
住
院
の南
隣
り
で
あ
る。

ｒ、
　
検
出
し
た
遺
構
は
ほ
と
ん
ど

近
世
の
も
の
で
あ
っ
た
。
池
は
一
辺
三
。
二
ｍ
の
方
形
で
深
さ
約

一
ｍ
、
護
岸

に
は
上
段
に
軒
丸

・
軒
平
瓦
を
多
く
用
い
、
瓦
の
固
定
に
割
竹
を
数
段
重
ね
木

杭
を
等
間
隔
に
打
ち
込
む
。
下
段
は
一
〇

伽
×
三
〇
ｃｍ
大
の
切
石
や
割
石
を
用

い
る
。
木
簡
は
三
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
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・　　　一日日幕日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ『卜）×
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②
　
。
「

け
ふ
□

き

り

□
の
ろ□

　

　

　

　

」

。
「
　
　
　
　
　
　
回

□
水
　
□

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
μ
『
×
Φ
中
×
∞
　
　
Ｏ
μ
Ｐ

②
は
表
側
に
漆
を
塗

っ
て
そ
の
上
に
墨
書
し
て
あ
る
。
墨
書
の
下
方
に
は
児

符
ら
し
き
も
の
が
か
か
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

法
隆
寺

　
『
法
隆
寺
発
掘
調
査
概
報
Ｉ
』

一
九
八
二
年

（清
田
善
樹
）

7654321




